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会長挨拶 

 

市川 洋和 会長 

皆様こんにちは。本日、市川年度の年度計画書が出

来上がりました。年度計画書の作成にあたり、ご尽力い

ただいた酒井幹事そして各委員会の委員長および会員

の皆様、そして杉山さん、誠にありがとうございました。 

表紙には創立 50 周年記念式典の写真を使わせてい

ただきました。関直前会長をはじめ、友好クラブの方たち

と素晴らしい写真を撮る事が出来ました。皆様のご協力

ありがとうございました。そして裏面には、越谷北ロータリ

ークラブの国際ロータリー加盟認証状伝達式の写真を

使わせていただきました。諸先輩方が築き上げてきた 50

年の伝統と誇りを引き継ぎ、そして私たちが 51 年から

100 年へ向かって、素晴らしいクラブへと成長できるよう

にと願いを込めております。 

この年度計画書には毎年 RI 会長のメッセージ、地区

の方針とガバナーの想いなどが載っております。それに

伴い事業の活動計画など考えております。 

当クラブの年間プログラムを見て頂くと分かりますが、

毎月、月間テーマがあります。 
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なぜ月間テーマがあるのか？それについてお話しし

たいと思います。それは世界中のロータリアンが同じ課

題に目を向け、行動しやすくするためです。 

主な目的は 3つあります。 

1つ目はロータリーの重点分野を理解するため。 

ロータリーには「平和構築と紛争予防」・「疾病予防と

治療」・「水と衛生」・「母子の健康」・「基本的教育と識字

率向上」・「地域社会の経済発展」・「環境」などの重点分

野があります。月ごとにテーマを設けることで会員がそれ

ぞれの分野を深く学ぶ機会になります。 

2 つ目は奉仕活動のきっかけを作るためです。その月

のテーマに沿った卓話を行ったり、募金活動や奉仕事

業を企画したり出来ます。 

3つ目は世界中のロータリアンが同じ方向を向くため。 

世界中のクラブがそれぞれの地域で活動しながらも同

じテーマを共有することで「ロータリーは世界で一つの組

織」という一体感が生まれます。 

「月間テーマ」はロータリーが今、世界で何を大切にし

ているのかを私たちに教えてくれている道しるべとなって

おります。地域に目を向けながらも世界にも目を向けるき

っかけがこの「月間テーマ」なのです。 

今月の月間テーマは「母子の健康」月間です。世界に

は妊娠や出産の際に十分な医療を受けられない地域や、

栄養不足、感染症などで命を落とす母親や子どもが多

いことから、国際的な支援が大きな柱になっております。

国際的支援といいますとなかなか難しく感じますが、実

は当クラブでも国際支援をしております。 

越谷北ロータリークラブではグローバル補助金を使い、

バリへ血液の保管用冷蔵庫を寄贈しております。バリ島

はインドネシアの中では医療環境が比較的整っておりま

すが、インドネシア全体では妊産婦死亡率は東南アジア

の中でも依然として高くなっております。出産では、産後

の大量出血が命に関わることがあります。その際、輸血

が必要になりますが、安全に血液を保管する設備がなけ

れば、必要な時に輸血が出来ません。つまり、私たちが

贈ったその冷蔵庫は、母親の命を守り、生まれてくる赤

ちゃんの命を守り、地域全体を支えております。 

私たちの奉仕が世界の母子の命を支えることにつな

がっております。これからも世界に目を向けた奉仕事業

をまた皆様と共に行えればと思います。 

その時には若い人たちの参画をよろしくお願いします。 

 

幹事報告 

 
酒井 新樹 幹事 

（地区・地域より） 

・ガバナー月信について、前回の例会で報告しましたが

変更がありました。PDF データを毎月クラブ宛にメー

ル配信させて会員の皆様方へメールにて転送します。 

・第 38 回インターアクト年次大会の開催についてです。

日時は、2026年 8月 7日(金)13：00受付開始、場所 

は、越谷コミュニティセンターポルティコホールです。 

（クラブより） 

・年度計画書が出来上がりました。 

・杉山さん・伊丹さんに、7月分のお給料と上期の賞与を

お渡ししました。 

 

御祝・表彰 

 

慶事（ご出産祝い） 

山﨑 梢文 会員 
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ポール・ハリスフェロー 

（6回目）松井 昭夫 会員 

 

米山功労賞・マルチプル／50周年記念品 

（第 9回）青木 清 会員 

 

雑誌記事紹介 

 

大熊 正行 会員 

「国際大会、ガバナーナイトについて」 

雑誌記事紹介と言いますと、大体は「ロータリーの友」

の中の掲載記事を読んで特定の記事を紹介したり感想

を言ったりが殆どだと思います。どなたかも言っておりま

したが、隅々までくまなく読んでいる人はいないと思いま

すが皆さんは、いかがでしょうか。例えば年度の初めだ

ったりしますと当然 RI 会長のメッセージや紹介文があり

ます。またページ初めには、ロータリーの基本・基礎情報

が載っていたり、各地区のガバナーの紹介が載っていた

り、通常の月には全国各地のクラブの活動状況や、毎月

の会員数の動向、会員のエッセイ、詩や俳句、川柳、短

歌、時事情報やロータリーイベントのPR等々様々です。 

その中で、先日も大濱会員や渡辺会員も報告をして

いましたが、今年度の国際大会の「バルセロナ国際大会」

の記事がロータリーの友 7月号の 61ページに記載され

ています。スペイン・バルセロナはとても良いところです。

スペイン料理は美味しいですし、美女が躍るフラメンコや

もしかしたら闘牛も見られるかも知れません。世界遺産

のサグラダファミリアも一定の完成をしました。 

当地で行われる「ガバナーナイト」は、次年度小林光

則ガバナーを輩出する我が越谷北クラブが設営・運営

に大きく携わります。出来るだけ多くの会員の皆様方に

ご理解をいただき、バルセロナまで行っていただいて開

催運営のご協力をお願いしたいと思います。 

是非とも皆さんでバルセロナ迄行きましょう。そして国

際大会を大いに楽しんで来たいと思います。何卒ご理

解ご協力をせつに宜しくお願い致します。 

 

委員会報告 

国際奉仕委員会 大島 直幸 委員 

国際大会ですが、ガバナーナイトが 6月 26日、開会

式が 6月 27日となっております。場所はスペインのバ

ルセロナです。皆様に参加して頂きたく、今回アンケート

を取らせて頂きたいと思います。  

来年 6月ということで時間はありますけれど、今のうち

から飛行機を抑えないと値段が上がってしまいます。ま

ずは皆様の参加のご意思を確認するための Faxを流さ

せて頂きたいと思いますので、ご返信お願いします。 

旅費は、人数が大きくなれば団体割引で安く行けると

思いますし、飛行機の方も希望別に何パターンか用意さ

せて頂いて、皆様が参加しやすいようにしていきます。 

 

会員増強維持委員会 橋本 哲寿 委員長 

来月 8月 26日（水）夜間例会、その後に近くのイタリ
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アンレストランで異業種交流会ということも含め、会員増

強を目的とした会を催すこととなっております。皆様方に

は、参加者を募るご協力のお願いをしたいのですが、案

内用の配布物を用意します。先んじてグループ LINE

等で皆様にデータを配布致します。8月 5日には、紙媒

体で皆様にご協力頂きやすいようなものを用意したいと

考えております。今のうちから候補者がいらっしゃいまし

たらお声がけ頂ければ幸いです。よろしくお願いします。 

 

50周年記念誌部会 江口 公晴 部会長 

 今回、記念誌の中に『越谷北ロータリークラブゆかりの

地紹介』というのを載せようと考えております。皆様方に

は、これまでの 50年の歴史の中で、色々なところで行っ

た活動の情報を江口までお寄せいただければと思いま

すのでご協力をよろしくお願いいたします。 

また、編集の中で、皆様方に会員名簿の情報収集依

頼を近日中に送らせて頂きます。こちらにつきましてもご

協力よろしくお願いいたします。 

 

社会奉仕委員会 小池 和義 委員長 

第 17回越谷ジュニア甲子園野球大会のご案内をさ

せて頂きます。7月 29日（水）7:30に越谷市民球場の

方にお集まりくださいますようお願いします。その際に、

服装は紺のポロシャツ、紺の帽子となっております。運動

靴の準備もよろしくお願いします。革靴で球場内に入る

ことが不可となっております。 

 

外部卓話 

 

越谷警察署 交通課 原田 美和子 様 

同 松永 美香 様 

『自転車マナーアップ』 

2026年 4月 1日から、道路交通法の改正により自転

車の交通違反に交通反則通告制度が導入されました。

越谷警察署交通課の原田様、松永様には、自転車の交

通マナーを、スライドでお話頂きました。 

 

（要点） 

1. 自転車の基本点検「ブタベルサハラ」 

- ブレーキ（ブ） 

作動確認を行い、十分な制動力が確保されているか

点検する。異音、引きずり、レバーの遊び過多などの

不具合を定期的にチェックする。 

- タイヤ（タ） 

  空気圧、摩耗、亀裂、異物の刺さりを確認する。 

  走行前に目視・触診で異常の有無を点検する。 

- ベル（ベル） 

  作動確認を行い、周囲への警告が適切に行える状態

を保つ。 

- サドル（サ） 

  高さと固定状態を確認し、走行中に傾きや抜けがない

よう調整する。 

- ハンドル・反射材（ハ） 

ハンドルの固定とガタつきの有無を点検する。反射材

の汚れ・破損を確認し視認性を確保する。 

- ライト（ラ） 

  点灯確認、バッテリー残量、電球の不具合の有無を

確認する。夜間走行前には必ず機能確認を行う。 

 

2. 自転車の通行原則と道路構造 

- 車道原則・左側通行 

  自転車は軽車両であり、車道の左側端通行が原則。

歩道は例外的に認められる場面のみ通行可で、歩行

者優先を徹底する。 

- 自転車道・通行帯・矢羽根 

  左端「自転車道」は自転車専用の独立した通行空間。

「普通自転車専用通行帯」は車道上の自転車レーン

で、指定部分を走行する義務がある。「矢羽根型路面

表示」は推奨経路の目安であり法定の専用通行帯で



 

 - 5 -  

 

はないが、表示に沿った通行が望ましい。路面にゴミ

等がある場合でも、指定のある区画は基本的にそこを

走行する。 

 

3. 歩道通行が例外的に認められる条件と方法 

- 例外的に認められる条件 

「普通自転車歩道通行可」の標識・標示がある歩道は

誰でも通行可。13歳未満、70歳以上、身体障害者

が運転する場合は状況に関わらず歩道通行可。車道

の工事等で中央へ出ざるを得ないなど、安全確保の

ためやむを得ない場合は歩道通行可。 

- 歩道での通行方法 

歩道中央付近の車道寄りを徐行し、歩行者優先。妨

げる場合は一時停止。歩行者が多い場合は自転車を

降りて押して通行する。 

- 出入りのルール 

  歩道から車道へ出る際は周囲の車の進行を妨害しな

いよう、安全確認のうえ進入。車道から歩道へ入る際

は歩行者や他の自転車の有無を手前で確認し、安全

を確保して進入。 

 

4. 信号・標識・一時停止の遵守 

- 交差点での信号遵守 

歩行者・自転車兼用信号機が設置されている場合は

歩行者用信号に従う。 

- 一時停止標識への従い方 

  自転車は軽車両であり、一時停止標識のある交差点

では必ず一時停止。周囲の安全を確認してから横断・

進行する。 

 

5. 夜間走行の安全対策 

- ライト点灯の必要性 

前方照射で路面状況を認知、危険を回避するため。

自身の存在を周囲に知らせ、被視認性を高める。夜

間走行時は必ずライトを点灯する。 

 

6. 飲酒運転とながらスマホの禁止・厳罰化 

- 飲酒運転の禁止 

自転車も軽車両のため飲酒運転は禁止。反応速度・

判断力の低下は危険。 

- ながらスマホ等の厳罰化 

走行中のスマートフォン注視・操作は禁止。厳罰化が

施行済み。飲酒運転・携帯電話使用は悪質危険違反

として、警察官が現認した時点で即キップ処理の対

象。 

 

7. 2024年 4月 1日からの取り締まりと反則通告制度 

- 交通反則通告制度の適用 

自転車の交通違反にも青切符の適用対象となった。 

- 取り締まりの基本方針 

原則は現場での指導・警告。信号無視等でも即青切

符とは限らない。ただし悪質危険違反（飲酒運転・携

帯電話使用）は即キップ処理。警察官に呼び止めら

れた場合は逃走せず対応すれば、指導・警告で終わ

る可能性が高い。 

- 主な違反と自転車運転者講習制度 

危険な交通違反を繰り返す者には自転車運転者講

習の受講命令があり得る。詳細な違反例は 16項目

程度が想定されている旨の言及あり。 

 

8. 交通事故時の対応と法的責任 

- 事故時の 3つの行動 

怪我人の救護。安全な場所への避難。警察へ通報。 

- 法的責任 

民事責任（損害賠償）と刑事責任が発生し得るため、

適切な初動対応と保険加入が重要。 

 

9. 損害賠償事例と保険加入 

- 自転車同士の重大事故事例 

男子高校生が歩道から車道へ斜め横断し、直進中の

男性会社員（24歳）と衝突。被害者に言語機能の喪

失等の重大な障害が残存。賠償額は 9,024万円との

記載があり、極めて高額な賠償が発生し得ることを示

唆。 

- 自転車損害補償の加入義務 

高額賠償リスクに備え、保険加入が義務付けられてい
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る旨の説明。事故は軽微と侮れず重大事案に発展し

得るため、加入が推奨される。 

 

10. 質疑応答：横断歩道付近での優先関係 

- 歩行者扱いと歩行者妨害 

自転車を降りて押している場合は歩行者扱い。目の

前を車が通過すれば歩行者妨害に該当し得る。 

- 乗車中の軽車両扱い 

乗車して漕いでいる場合は軽車両であり、同様の「歩

行者妨害」には直ちに当たらない。具体的な違反の

成否は所轄警察署への確認を勧奨。 

- 現場運用の差異 

県警と所轄警察署で運用や見解に差異があり得るた

め、所轄への確認が望ましい。 

 

会長閑話 

市川 洋和 会長 

（※市川会長が本筋で話せなかった閑話を掲載します） 

先週、関森プログラム委員長が七夕の笹と短冊をご用

意してくれました。実は七夕のことを調べてみましたら、と

ても奥が深いことが分かりました。 

七夕の始まりは、中国の「乞巧奠（きっこうでん）」という

行事です。乞は願う、巧は巧みな技、奠はお供えをして

祈るということです。つまり、「もっと技術や学問が上達し

ますように」と願うことです。 

当時は裁縫や機織りの上達を願いましたが、やがて

書道や、音楽、学問など、様々な技芸を磨く日となりまし

た。ここでいう技芸とは単なる手先の技術ではありませ

ん。自分を磨き、人として成長することも含まれます。 

ロータリーにも職業奉仕があります。それぞれの職業

で技術や知識、人間性を磨き、社会のために生かして

おります。 

そして実は、日本にも七夕のもとになった「棚機（たな

ばた）」という神事がありました。神事とは、神様に感謝

し、豊作や人々の幸せを祈る儀式です。昔は棚機女（た

なばたつめ）という乙女が、身を清め、神様に捧げる美し

い布を織りました。布を織ること自体が祈りだったので

す。そして中国から伝わった「乞巧奠」と、日本の「棚機」

という神事が一つとなって現在の七夕になったそうで

す。七夕で一番大切なのは願うことだけではありません。

願いをかなえるために努力をすること。どんなに立派な

短冊を書いても自分が何もしなければ願いはかないま

せん。 

だから七夕は願いの日ではなく、行動を始める日なの

だと思います。私自身も 50年前くらいに願い事を書い

たのが最後だと思います。 

 

 

スマイル報告
・お客様ようこそ。皆様のご協力のおかげで素晴らしい

年度計画書が出来上がりました。ありがとうございます。

青木さん出席ありがとうございます。 

市川 洋和 

・本日も宜しくお願いします。 

酒井 新樹 

・国際大会への参加よろしくお願いします。 

大島 直幸 

・皆様お疲れ様でございます。本日、出産にともなう御祝

金を頂戴いたしました。引き続き人口増に向けた取組

をがんばって参りますので、よろしくお願い致します。 

山﨑 梢文 

・本日もよろしくお願いします!! 

山﨑 梢文 

・しばらく振りに例会出席致しました。よろしくお願い致し

ます。 

青木 清 

・お客様ようこそ。本日、卓話よろしくお願い申し上げま

す。自転車のマナーを本日は考え直させて頂きます。

よろしくお願い申し上げます。 

新沼 徹 

・今月は誕生日を祝ってくださり、ありがとうございました。 

橋本 哲寿 

・元会員、岡崎勲さんが亡くなりました。ご冥福をお祈り

します。 

太田 靖彦 
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・山﨑会員、第 2子の誕生誠におめでとうございます。 

大熊 正行 

・暑い日が続きますが、皆様ご自愛ください。 

小宮山 大介 

・原田様、松永様、本日よろしくお願いいたします。 

江口 公晴 

・お客様ようこそ。青木さん、お元気で何よりです。 

関 雄二郎 

・暑い日が続きます。熱中症に注意! 

杉本 達司 

・本日も宜しくお願いします。 

岩渕 良太 

・本日もよろしくお願いします。 

須賀 篤史 

・本日も宜しくお願い致します。 

佐藤 要 

・本日も宜しくお願いします。 

松井 昭夫 

・よろしくお願いします 

杉本 充宏 

・お客様ようこそ。本日よろしくお願いします。 

櫻井 保彦 

・本日もよろしくお願いします。 

小野寺 瑛子 

・本日もよろしくお願いいたします。 

石井 秀治 

・本日もよろしく! 

小池 和義 

・本日も宜しくお願い致します。 

伊藤 純 

・お客様ようこそ。本日も宜しくお願いします。 

今井 英治 

・本日もよろしくお願いします。 

三上 圭介 

・世界平和の為に 

関森 初義 

・世界平和のために 

渡辺 裕介 

出席報告 

会員数          48名 

出席者          38名 

出席率          80.9 % 

 

◇ 第 1回財団奨学生候補者オリエンテーション  

7月 19日（日）は、第 2770地区事務所にて財団奨

学生候補者のオリエンテーションがありました。 

 

財団奨学生候補者の三本さんが参加です。 

 

◇ 浪江ロータリークラブ様訪問  

7月 23日（木）は、市川会長、酒井幹事、大熊直前

ガバナー補佐、関直前会長、新沼直前幹事で、浪江

RC様の例会（場所：如水）に参加させて頂きました。 

新年度の林会長就任のお祝いと昨年度 50周年の御

礼を行いました。 

 

また例会においては浪江 RC 吉田俊哉会員の「七月

の野を吹きわたる風よりも 人の心の熱さをこそ思へ」とい

う短歌を詠んでいただきました。 

この季節、暑さに目を向けがちですが、本当に人を動

かし、地域や社会を変えていくのは人の心であり、ロータ

リーの奉仕も同じであると感じました。（市川会長談） 


